
 

令和元年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第５学年 60.9% 
(17 問中 10.4 問) 7.99% 58.6% 37.6% 67.3% 53.4% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
正答率 

改善状況 無解答率 

1 

一(1) 漢字の書き「けんこう（健康）」 短答 67.5％ 63.9％ ＋3.6 4.48% 

一(2) 漢字の書き「そうだん（相談）」 短答 57.4% 61.2% －3.8 4.04% 

一(3) 漢字の書き「かんしんをもったこと（関心）」 短答 36.3% 33.7％ ＋2.6 4.56% 

二(1)  文の主語を選択する（複文） 選択 58.8% 40.3％ ＋18.5 2.36% 

二(2) 主語と述語のつながりが合うように文を直す 短答 60.1% 38.1％ ＋22.0 3.73% 

三 接続語を使って二文に分ける 短答 40.5% 19.5％ ＋21.0 8.04% 

2 

一 動画を見る目的を選択する（適切な言葉遣い） 選択 75.3% 75.5％ －0.2 2.17% 

二 スピーチメモのよさを捉える 短答 59.4% 68.9％ －9.5 11.07% 

三 メモと話し合いを踏まえてスピーチ内容を直す 記述 40.9% 48.8％ －7.9 11.01% 

3 

一ア 

どちらの詩について書かれた感想か選択する 

選択 83.1% 83.9％ －0.8 7.03% 

一イ 選択 85.1% 85.7％ －0.6 7.08% 

一ウ 選択 79.8% 78.7％ ＋1.1 9.01% 

一エ 選択 79.2% 76.5％ ＋2.7 8.61% 

二 詩のよさを理由とともに記述する 記述 34.4% 37.8％ －3.4 15.31% 

4 

一 話題が変わる段落を選択する 選択 49.6% 57.1％ －7.5 11.07% 

二(1) 文章のまとめの空欄に当てはまる内容を選択す

る 

選択 75.6% 88.4％ －12.8 12.71% 

二(2) 選択 51.8% 57.6％ －5.8 13.63% 

【成果】・「主語と述語のつながりが合うように文を直す問題」や「接続語を使っ

て二文に分ける問題」で、改善が図られました。 

【課題】・「説明的な文章を読んで、文章のまとめの空欄に当てはまる内容を選択

する問題」で、改善が図られていません。 
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４ 課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

（１） 課題が見られる問題 

 ４二(1)(2)の設問 （正答率：75.6%、51.8%）                                 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
（
佐
藤
有
恒
「
花
の
色
の
ふ
し
ぎ
」
に
よ
る
。） 



 

（２） 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

４ 

二

(1) 

１ ア  と解答しているもの ◎ 75.6％ 

９ 上記以外の解答  11.7％ 

０ 無解答  12.7％ 

二

(2) 

１ エ  と解答しているもの ◎ 51.8％ 

９ 上記以外の解答  34.6％ 

０ 無解答  13.6％ 

 

（３） 課題の改善に向けた指導のポイント  

   ＜類型９＞段落相互の関係に着目しながら読むことができるように指導する 

【第 1学年及び第 2学年】C 読むこと 

（１）イ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。 

   エ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。 

 

【第３学年及び第４学年】C 読むこと 

（１）イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と

意見との関係を考え、文章を読むこと。 

   エ 目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文

章などを引用したり要約したりすること。 

指導に当たっては、考えとその事例、結論とその理由など、段落相互の関係に着

目させることが大切です。これらの関係に着目しながら、書き手の考えがどのよう

な理由によって説明されているのか、どのような事例によって具体化されているの

かなどを、叙述を基に正確にとらえていく必要があります。その際、主語と述語と

の関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の関係、段落の役割

などとの関連を図ることで指導の効果を高めることが考えられます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４） 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「文章の構成」でダウンロードできます。 

 

 



 

（５） 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 



 

令和元年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均正答率 

（平均正答数） 
平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第５学年 
56.2% 

(16 問中 9.0 問) 3.72% 57.2% 50.6% 73.3% 52.6% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・無解答率 

【成果】・経年的な課題である「何倍かを求める問題」や「180°より大きい角の大

きさが何度であるかを選ぶ問題」で、改善が図られました。 

【課題】・「除法を用いた式の意味を選択する問題」や「20－４の式がどの部分を

表しているかを書く問題」で、改善が図られていません。 

問題番号 問題概要 
問題
形式 

正答率 
過去 

正答率 
改善状況 無解答率 

1 

(1) 8＋0.5×２の計算する 短答 63.0% 66.0% －3.0 0.57% 

(2) 12÷0.8 の式で求められる問題を選ぶ 選択 24.5% 27.6% －3.1 0.83% 

(3) えんとつの高さは電柱の高さの何倍か 短答 85.2% 50.3% ＋34.9 0.92% 

2 

(1) 
180°より大きい角○あ の大きさが何度であるか

を選ぶ 
選択 67.5% 28.9% ＋38.6 0.28% 

(2) 家を出発してからおじさんの家に着くまでの時間 短答 56.6% 44.3% ＋12.3 1.12% 

(3) 
２つのシートの混み具合を比べる式の意味につ

いて、正しいものを選ぶ 
選択 52.0% 49.4% ＋2.6 0.86% 

３ 

(1) ひき算のきまりを使って、差を求める 短答 73.9% 83.2% －9.3 2.00% 

(2) わり算のきまりを使った計算の仕方を書く 記述 33.1% 29.6% ＋3.5 13.01% 

(3) わり算のきまりを使って、正しい数を選び、計算する 短答 70.5% 75.0% －4.5 3.54% 

(4) 1800÷６の答えがリボン何ｍ分の代金かを選ぶ 選択 50.3% 44.3% ＋6.0 2.78% 

４ 

(1) 台形を選ぶ 選択 87.1% 92.5% －5.4 0.85% 

(2) ２つの合同な台形を組み合わせてできる形を選ぶ 選択 59.5% 59.9% －0.4 1.68% 

(3) 20－４の式がどの部分を表しているかを書く 記述 26.3% 40.1% －13.8 14.28% 

５ 

(1) 折れ線グラフを読み取る 短答 61.8% 49.2% ＋12.6 3.82% 

(2) 
折れ線グラフが何市のものかを判断し、その理由

を言葉と数を使って説明する 
記述 21.4% 6.7% ＋14.7 7.54% 

(3) 棒グラフと折れ線グラフからわかることを選ぶ 選択 66.6% 52.6% ＋14.0 5.39% 
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４ 課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

（１） 課題が見られる問題 

 １ (2)の設問 （正答率：24.5％）                            

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

１ (３) 

１  イ、ウ    と解答しているもの ◎ 24.5％ 

２ ア、イ    と解答しているもの  3.6％ 

３ イ      と解答しているもの  13.6％ 

４ イ、ウ、エ  と解答しているもの  4.5％ 

５ イ、エ    と解答しているもの  25.6％ 

９ 上記以外の解答  27.4％ 

０ 無解答  0.8％ 

 
 
 
 
 
 
 

１ 



 

（３） 課題の改善に向けた指導のポイント  

   数量関係を的確に捉え、立式することができるように指導する 

【第３学年】 A 数と計算 

（４）除法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 

ア 除法が用いられる場合について知ること。また、余りについて知ること。 

 

【第４学年】 A 数と計算 

（３）整数の除法についての理解を深め、その計算が確実にできるようにし、そ

れを適切に用いる能力を伸ばす。 

イ  除法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。 

 

【第５学年】 A 数と計算 

（３）小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め、それらを用いることが

できるようにする。 

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして、乗数や除数  

が小数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。 

指導に当たっては、問題場面を図や数直線の図などに表し、数量の関係を的確に

捉え、立式することが大切です。立式を考える際に、例えば下のように、乗法の問

題場面と除法の問題場面をそれぞれ表した、テープの図と数直線を合わせた図を使

い、比較することができるようにする工夫が考えられます。その上で、☐の場所が

異なることを確認し、（１にあたる大きさ）×（割合や倍）＝（割合にあたる大きさ）

をもとにして、割合に当たる大きさを求める場合には乗法が用いられ、１に当たる

大きさを求める場合には除法が用いられることを理解できるようにすることが大

切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

１mの重さが 12kg の鉄のぼうがあります。

この鉄のぼう 0.8m の重さは何 kg ですか。 

0.8L で板を 12 ㎡ぬることができるペンキ

があります。このペンキ１Lでは、板を何㎡

ぬることができますか。 

式  12×0.8＝□ 式  □×0.8＝12 
      □＝12÷0.8 

0 

0 

□ 12 

0.8 1 

（㎡） 

（L） 

×0.8 

×0.8 

0 

0 

□ 12 

0.8 1 

（kg） 

（ｍ） 

×0.8 

×0.8 



 

（４） 課題に対応したワークシート 



 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「かけ算 わり算」でダウンロードできます。 

 

【ヒント】 

１ｍは 0.4ｍより長い

から、１ｍのねだんは

120 円より高くなる

と予想できます。 



 

（５） 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（小学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 


